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もうすぐ東日本大震災（２０１１年３月１１日）
から１１年が経とうとしています。
私は卒業式が近づくと当時のことを思い出してし

まいます。

当時，ここ広陵中学校で３年生の担任と学年代表
をしていました。そして，地震が起こったときは，
２階奥（当時は会議室）のお部屋で，卒業式に向け
て，学年会議を開いていました。
午後３時近く，珍しく大きな地震を感じ，会議室

の蛍光灯のひもが大きく揺れました。その後，職員
室から「とんでもない大きな地震が東北を襲い，ど
のテレビ番組もそのニュースがリアルタイムで流れ
ている」との報告がありました。

私が一番ショックを受けたのは，後ろから迫る津波に車がのみ込まれていく様子を見た
ときです。映画ではなく，現実に目の前で人が津波にのみ込まれていました････。

そのとき，私の学級に出した最後の学級通信には，「これから先，いろいろなことが起
こると思いますが，君たちに，私の大好きな詩を贈ります。つらいとき，悲しいとき，失
敗したときは，この詩を思い出してください･･･（一部抜粋）」と書きました。

震災当時，卒業生を前にし
て，どんな言葉をかけ，未来
に送り出そうかと考えまし
た。
命の大切さや今という時間

を大切にすることは当然のこ
と。でも私はこの詩を選びま
した。私自身もそんな人にな
りたいと思っていました。

そして１１年が経ち，広陵
中に戻り，また卒業式の季節
を迎えようとしています。

今，世の中は，新型コロナ
やウクライナ問題など先行き
が見通せない問題をたくさん

抱えています。こんな時代だからこそ，「ただそこにいるだけで その場の空気があかるくな
る ただそこにいるだけで みんなの心がやすらぐ」そんな人が必要なのではないでしょうか。
先日，本校生徒が地域のおばあちゃんの荷物をおうちまで運んでくれた事に対するお礼

の電話をいただきました。こんな素敵な子どもたちを育てていただいた保護者や地域の皆
様がたくさんいるような世の中ならば･･･と思ってしまいます。どうか平凡で平和な日々
が早く戻ってきてほしいと思いながら，卒業式の式辞を考えています。



２月７日（月），生徒会主催によるアウトメディア
生徒集会がオンラインで開催されました。集会では，
「アウトメディア標語コンクール」の表彰と平成２８
年に生徒会が主体となって策定した「広陵中アウトメ
ディア宣言」の確認を行いました。集会を通じて，メ
ディアの正しい使い方や望ましい生活習慣の確立，ネ
ットトラブルの根絶を目指してほしいと思います。

２月１５日（火），保護者を対象とした新入
生説明会がありました。コロナ禍ということも
あり，新入生の体験授業は本校の教員が１５日
に陵雲小，１７日に末広北小に訪問し，行いま
した。
また，２２・２４日に本校の生徒会がオンラインで中学校

生活の説明や新入生のアンケートについて返答するなどの交
流活動を行いました。
４月に新入生の皆さんが、安心して「夢と潤いのある」広

陵中学校に入学してくることを楽しみにしています。

２月２２日（火），青年海外協力協会JICA北海道から講師
をお迎えし，「国際理解教育」について講演をいただきました。
「もし世界が１００人の村だったら」というワークショップ
を取り入れながら，１年生は世界的な課題や現状などを学ぶ
ことができました。

例年，９月の広陵祭で取り組んでいる販売会。コロナで
延期となっていましたが，２月２４日（木）に実施するこ
とができました。開店すると，続々と保護者の皆様が来店
してくださり，大賑わいとなりました。生徒は，みんなで
協力しながら，笑顔で接客することができました。また，
自分たちが一生懸命に作った商品が売れたことで，喜びや
働く意義を感じる機会となりました。

３月のおもな行事
・ １日（火） 街頭指導， ・１６日（水） 公立高校合格発表

宿泊研修（２年）② ・１７日（木） 前期生徒会役員認証式
・ ２日（水） 疲労回復日（２年） 臨時生徒総会
・ ３日（木） 公立高校入試 ・２３日（水） 学年行事（１年）
・ ４日（金） 公立高校入試（面接） ・２４日（木） 学年行事（２年）
・ ７日（月） 前期生徒会役員選挙 ・２５日（金） 修了式 離任式 生徒集会
・１０日（木） 学年行事（３年） 校区巡視
・１１日（金） 同窓会入会式 ・２６日（土） 年度末・学年始休業(～４／６)

卒業証書授与式総練習
・１４日（月） 公立高校追検査日
・１５日（火） 卒業証書授与式

臨時休業（１・２年）

※新型コロナウイルスの状況によって変更の可能性もあります！


